
通信販売の申込み段階における表⽰についてのガイドラインの⼀部変更について

画⾯例

 特定商取引法の令和３年改正法施⾏により、通信販売の申込み段階における⼀定事項の表⽰を義務付け、誤認させるような表
⽰を禁⽌する規定を新設（第12条の６）し、ガイドラインにおいて最終確認画⾯に表⽰が必要な事項を⽰している。

 今般、現在操作している画⾯が最終確認画⾯であることを消費者が明確に視認できるよう、必要な記載をすることが望ましい旨の記
載を、本ガイドラインに追加。

変更点

②販売業者等が電⼦計算機の映像⾯に表⽰する⼿続に従って顧客が⾏う契約
の申込み

インターネットを利⽤した通信販売（以下「インターネット通販」という。）において契
約の申込みを⾏う場合を想定したものである。
「特定申込みに係る…⼿続が表⽰される映像⾯」には、インターネット通販において、
消費者がその画⾯内に設けられている申込みボタン等をクリックすることにより契約の
申込みが完了することとなる画⾯が原則として 該当する。⼀般的には、「注⽂内容
の確認」といった表題の画⾯、いわゆる最終確認画⾯がこれに当たる が、表題の有
無や内容、形式 にかかわらず、前記の条件に該当する画⾯である以上は、「特定
申込みに係る…⼿続が表⽰される映像⾯」として、法第12条の６の適⽤対象とな
る（以下では単に「最終確認画⾯」という 。）。
なお、申込みボタン等をクリックすると契約の申込みが完了する画⾯であることを、消
費者において明確に視認できるよう、例えば画⾯の表題として「注⽂内容の最終確
認」と付すなど、契約の申込み前の最終画⾯である旨の標記を⾏うことが望ましい。

※⾚字箇所を追加
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